
卒業論文作成について

1． 原 稿 の 作 成

原 稿 は す べ て A 4 版 用 紙 に ワ ー プ ロ で 作 成 す る 。(活 字：1 2 ポ イ ン ト 、

フ ォ ン ト ： 日 本 語 は 明 朝 体 や ゴ シ ッ ク 体 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト や 数 字 は

Ti m e s  N e w  R o m a n、 C e n t u r y や A r i a l 等 、マ ー ジ ン 上 下 左 右 2 0 m m、 3 5 文

字 × 3 0 行 程 度 、 ペ ー ジ 番 号 は ペ ー ジ の 下 部 中 央 に 付 け る )

2． 表 紙

中 心 よ り 上 段 に 学 位 論 文 と 記 し 、そ の 下 に 研 究 題 目 を 記 す 。本 文 を 日

本 語 で 記 述 す る 場 合 は 、日 本 語 で 題 目 を 記 述 し 、英 文 の 場 合 は 英 文 で タ

イ ト ル を 記 述 す る 。ま た 、右 下 部 に 所 属 、入 学 年 度 、氏 名 、指 導 主 任 名 、

指 導 教 員 名 お よ び 提 出 年 月 日 を 記 す 。 ま た 、同 様 な 書 式 で 中 表 紙 を 作

成 し 、目 次 の 前 に 配 置 す る 。な お 、背 表 紙 に つ い て は 例 を 参 考 に 作 成 す

る 。

3． 目 次

例 を 参 考 に わ か り や す い 目 次 を 作 成 す る 。本 文 と は 独 立 し た ペ ー ジ 番

号 を 振 る の が 好 ま し い 。 (本 文 ： ア ラ ビ ア 数 字 、 目 次 ： ロ ー マ 数 字 等 )

4． 本 文 (化 学 工 学 論 文 集 投 稿 規 定 一 部 抜 粋 )

4 - 1 見 出 し に つ い て 大 、中 、小 の 適 切 な 見 出 し を 用 い 、大 見 出 し は

例 え ば 第 1 章 緒 言 、第 2 章 実 験 、第 3 章 結 果 、第 4 章 考 察 、第

5 章 結 言 、 謝 辞 、 参 考 文 献 ・ 引 用 文 献 、 付 録 、 使 用 記 号 な ど と す る 。

結 言 以 降 に は 章 番 号 を 付 さ な い 。 大 見 出 し は 2 2 ポ イ ン ト 程 度 と す る 。

中 見 出 し お よ び 小 見 出 し の 番 号 は ‐ (ハ イ フ ン )や ． (ド ッ ト )等 を 用 い て

1 - 1 お よ び 1 - 1 - 1 の よ う に わ か り や す く 設 定 し 番 号 を 付 け る 。

4 - 2 本 文 中 で 記 述 す る 式 に つ い て 式 は 本 文 中 に 含 め て 記 載 す る 。引

用 は E q . ( 2 - 1 )， E q s . ( 2 - 3 )と ( 2 - 5 )の よ う に 略 記 す る 。

4 - 3 図 表 に つ い て 図 は 本 文 中 で は 、 F i g u r e  1 , F i g u r e  2 と 3 の よ う に

略 記 す る 場 合 は 、 F i g . 2 - 1、 F i g . 2 - 2 と 2 - 3 の よ う に 引 用 す る 。 ま た 、 表

は 、 Ta b l e  3 - 1 の よ う に 引 用 す る 。 図 表 の 配 置 場 所 は 、 本 文 中 引 用 文 の



後 ま た は 、引 用 す る 章 の 後 に ま と め て 番 号 順 に 配 置 す る 。図 表 の 説 明 は 、

日 本 語 表 記 ま た は 英 文 表 記 と し 、 す べ て の 図 表 で 統 一 す る 。

4 - 4 本 文 中 で の 文 献 の 引 用 文 献 の 引 用 は 、 引 用 ・ 参 照 箇 所 の 文 末

に 引 用 順 に 1 )の よ う に 右 肩 に 番 号 を 付 す 。本 文 中 に 著 者 の 名 前 を 記 述 す

る 場 合 に は 、 F l a n a g a n  a n d  G u s t a v  ( 1 9 5 5 ) 1 )、 R i c h a r d  a n d  J o h n ( 1 9 7 9 a ,  

1 9 7 9 b ) 2 , 3 )の よ う に し 、 名 前 を 記 述 せ ず に 引 用 す る 場 合 は ( F l a n a g a n  a n d  

G u s t a v,  1 9 5 5 ) 1 )、 ( R i c h a r d  a n d  J o h n ,  1 9 7 9 a ,  1 9 7 9 b ) 2 , 3 )な ど と す る 。 著 者

が 三 人 以 上 の 場 合 は e t  a l .を 用 い る 。

4 - 5 化 学 物 質 名 お よ び 単 位 に つ い て 化 学 物 質 名 は 原 則 と し て I U PA C

の 命 名 法 に 従 う 。S I 単 位 系 を 原 則 と す る 。記 号 あ る い は 用 語 の 後 で は 、

[ ]の 中 に 記 載 す る が 、 数 値 の 後 の 単 位 に は [ ]を 付 け な い 。

例 ： k [ W / ( m・ K ) ]ま た は k [ W・ m - 1・ K - 1 ]、

k = 0 . 5 8 W / ( m・ K ) ま た は k = 0 . 5 8 W・ m - 1・ K - 1  

脚 注 は で き る 限 り 避 け る こ と が 望 ま し い が 不 可 欠 な 場 合 は 関 係 す る 本

の 箇 所 に 上 付 き 記 号 ＊ を つ け 、 そ の ペ ー ジ の 原 稿 下 部 に 記 す 。

4 - 6 使 用 記 号 の ま と め 方 使 用 記 号 ( N o m e n c l a t u r e )は ロ ー マ 字 、 ギ リ

シ ャ 文 字 、S u b s c r i p t、S u p e r s c r i p t の 順 に 、そ れ ぞ れ ア ル フ ァ ベ ッ ト 順 に

配 列 し 、 S I 単 位 系 に 準 拠 し た 単 位 を 明 記 す る 。

4 - 7 参 考 文 献 等 参 考 文 献 ・ 引 用 文 献 ( L i t e r a t u r e  C i t e d )は 本 文 中 の 引

用 番 号 順 に 並 べ る 。 日 本 語 文 献 の 場 合 は 、 日 本 語 で 記 載 す る 。 雑 誌 名 、

書 名 は イ タ リ ッ ク 体 、 巻 数 は ボ ー ル ド 体 と す る 。

記 載 順 序 は 下 記 の 例 に 従 う 。

記 載 例 ：

1 成 書 (単 行 本 )： 著 者 名 ,書 名 ,ペ ー ジ ,出 版 者 ,出 版 地 ,発 行 年 の 順

1 )  C a r s l a w, H . C .  a n d  J . C . J a e g e r ,  C o n d u c t i o n  o f  H e a t  i n  S o l i d s .  2 n d  e d . ,  

p p . 1 9 8 - 2 0 1 ,  C l a r e n d o n  P r e s s ,  O x f o r d ,  U . K .  ( 1 9 6 0 )  

2 雑 誌 (定 期 刊 行 物 )：著 者 名 ; ”論 文 名 ”雑 誌 名 ,巻 数 ,ペ ー ジ ,発 行 年 の 順

2 )  K o n n o , M . ,  T. M u t o  a n d  S . S a i t o ;  “ C o a l e s c e n c e  o f  D i s p e r s e d  D r o p s  i n  a n  

A g i t a t e d  Ta n k ”  J . C h e m . E n g . J a p a n , 2 1 , 3 3 5 - 3 3 8 ( 1 9 8 8 )  

 



例 ： 表 紙 ・ 中 表 紙

卒 業 論 文

テーマ

金沢大学物質化学工学科

化学工学コース

平成○○年度入学

石川慶次

指導主任 前田太郎 教授

指導教員 前田太郎 教授

加賀利家 准教授

平成 ××年 2 月 30 日 提出



例：背表紙

背 表 紙 の 幅 は 適 宜 フ ァ イ ル に 合 わ せ る こ と
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例：目次

目 次

第 1 章 緒 言

1 - 1 は じ め に ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1

1 - 2 本 実 験 の 目 的 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5

第 2 章 試 料 の 作 製

2 - 1 目 的 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6

2 - 2 作 製 手 順 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6

2 - 2 - 1  試 料 の 分 析 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8

i



例：図について
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Fig .2－ 3 P d-Au 合 金 の X 線 回 折 パ タ ー ン

(日 本 語 表 記 ま た は 、 英 文 表 記 )
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例 ： 表 に つ い て

Ta b l e 2－ 2 P d - A u 合 金 の 格 子 定 数

S a m p l e  A t o m i c  R a t i o  /  a t %  L a t t i c e  P a r a m e t e r  /  Å  

P d - A u  A l l o y  

4 3.896 
8 3.905 

10 3.9089 
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